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い
ろ
い
ろ
な
立
山
道

　

最
初
の
立
山
道
は
修
験
者
の
立
山
登
拝
路
で
し
た
が

江
戸
時
代
に
は
多
く
の
一
般
参
詣
者
が
訪
れ
た
道
で
し

た
。
江
戸
、
関
東
・
東
北
方
面
か
ら
訪
ね
る
参
詣
者
達

は
滑
川
か
ら
岩
峅
寺
、芦
峅
寺
を
経
由
し
て
室
堂
に
至
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
関
西
方
面
か
ら
の
参
詣
者
は
富
山

を
出
発
し
、
大
森
ま
た
は
上
滝
を
経
て
岩
峅
寺
に
至
る

道
を
利
用
し
ま
し
た
。　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
旧
道
沿
い
に
は
立
山
信
仰
に
関
わ
る
名

所
・
旧
跡
が
あ
り
、
要
所
要
所
に
は
道
を
指
し
示
す
道

標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
多
く
残
っ
て
お
り
、

銘
文
に
刻
ま
れ
た
各
地
の
寄
進
者
か
ら
、
国
内
外
の
多

く
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

立
山
に
向
か
う
登
拝
路
の
ほ
か
、
上
滝
か
ら
常
願
寺

川
左
岸
を
伝
っ
て
本
宮
、
原
を
経
由
し
立
山
温
泉
に
至

る
立
山
温
泉
道
は
、
多
く
の
湯
治
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
立
山
の
東
方
、
黒
部
川
両
岸
の
峰
々
一
帯
の

国
境
防
衛
と
山
林
管
理
に
当
た
っ
た
黒
部
奥
山
廻
役
は
、

立
山
道
か
ら
室
堂
、
一
の
越
、
ザ
ラ
峠
、
針
ノ
木
谷
、

鷲
羽
ヶ
嶽
（
三
ツ
俣
蓮
華
岳
）、
有
峰
な
ど
を
検
分
す
る

巡
視
路
を
通
り
ま
し
た
が
、
こ
の
道
は
一
般
人
に
は
秘

密
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
文
学
に
記
さ
れ
た
立
山
登
拝

　

立
山
登
山
記
と
し
て
最
初
の
も
の
は
、
文
明
十
八
年

（
一
四
八
六
）、
立
山
に
登
っ
た
僧
道
興
准
后
の
『
廻
国

雑
記
』
で
す
。
は
じ
め
て
本
格
的
な
登
山
記
が
書
か
れ

た
の
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
俳
人
大
淀
三
千
風
の

「
立
山
路
往
」
で
『
日
本
行
脚
文
集
』
に
収
め
ら
れ
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
尾
張
藩
士
某
は
白
山
・
立
山
・

富
士
山
を
連
続
登
山
し
、
そ
の
四
〇
日
間
に
わ
た
る
大

旅
行
を
『
三
の
山
廻
』
に
書
き
と
ど
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
紀
行
文
に
は
、
登
山
の
旅
程
記
録
だ
け

で
な
く
、
小
遣
い
な
ど
の
経
費
も
書
き
上
げ
て
あ
り
、

立
山
登
拝
の
実
態
に
加
え
、
当
時
の
物
価
の
様
子
な
ど

が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
紀
行
文
を
み
る
と
立
山
登
拝
に
対
す
る
人
々

の
視
点
が
変
質
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
江
戸
時
代
の
中
末
期
に
な
る
と
、
仏
教
的
な
思
想

は
薄
ら
ぎ
、
か
つ
て
の
因
果
応
報
の
思
想
や
宗
教
的
感

動
は
あ
ま
り
描
か
れ
な
く
な
り
ま
す
。
十
返
舎
一
九
は
、

立
山
登
山
紀
行「
金
の
草
鞋
」（
文
政
十
一
年
・
一
八
二
八
）

で
洒
落
と
滑
稽
味
を
絡
め
、
立
山
地
獄
を
パ
ロ
デ
ィ
化

し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
だ
っ
た
立
山
参
詣

　

立
山
は
、
近
世
に
は
全
国
か
ら
人
々
が
訪
れ
る
一
大

参
詣
地
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
た
だ
し
、
立
山
参
詣
は
誰

で
も
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
日
数
と
多
額
の

費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
立
山
登
拝
に
つ
い
て
記
し
た
古
文

書
に
よ
る
と
、
氷
見
か
ら
五
泊
六
日
の
立
山
参
詣
で
、

現
代
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
一
人
当
た
り
十
五
万

か
ら
二
〇
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の

民
衆
に
と
っ
て
立
山
参
詣
は
、
生
涯
の
中
で
も
非
日
常

に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
、高
価
で
貴
重
な
旅
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

天保 10 年（1839）
名苗善三郎 1人分の旅費（5泊 6日）

野口安嗣「江戸時代の立山参詣の費用」
　　『富山県 [ 立山博物館 ] 研究紀要 第 19 号』
　　　　　　　　　　　　　　　　より抜粋

入山料
三山巡り
血盆経
宿泊費
茶代・酒代
舟賃など
草履代（4足）
お土産代
その他
　計

当時の金額
150 文
200 文
3文

855 文
340 文
40 文
20文
475 文
2,322 文
4,405 文

換算した金額
7,140 円
9,520 円
143 円

40,698 円
16,184 円
1,904 円
952 円

22,610 円
110,527 円
209,678 円
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参考　三井奝円 1976「仏の種子」『新版仏教考古学講座 第 4巻 仏像』雄山閣出版

古代インドで用いられた文字で、悉曇しっ
たんとも呼ばれます。日本でも古くか

ら伝わり、呪術的威力を表すものとして、多くの仏教遺物に刻まれました。
とくに一文字で一尊の仏教像を示すものは “種子” と呼ばれます。

―梵字―

   石造物の基礎知識

板石塔婆（岩峅寺・芦峅寺）
〔縮尺 1/20〕五輪塔（千垣）〔縮尺 1/20〕

無縫塔（西大森）
〔縮尺 1/20〕

宝篋印塔

聖観音立像（宮路）
〔縮尺 1/20〕

地蔵坐像（芦峅寺）〔縮尺 1/20〕
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立山道の周辺には石像や石塔、石標など種々の石
造物があります。
石像は仏像などの容姿を彫り出したものです。背
後まで造形した丸彫像と光背などを造形して背後
を彫刻しない浮彫像があります。露岩に刻まれた
不可動の浮彫像は特に磨崖仏まがい

ぶつ と呼ばれます。
石塔には密教の宇宙観を立体化した五輪塔、呉越
王の塔を模倣した宝篋印塔ほうきょう

いんとう などがあります。
無縫塔むほう

とう は鎌倉時代に禅僧によって輸入された
墓塔で、宗派をこえて流行し衆徒墓地でも多くみ
られます。梵字を刻む板石塔婆いたいし

とうば は供養塔です。
石標は銘文を刻んだ標識性の強いもので近世以降
墓標や道標などが多く造られました。
この他にも狛犬や石燈籠などが見られます。



■地図について
地図に示した道は、すべて整備されているとは限りません。見学する
際は、現地の状況をよく確認してください。
また、立山一帯は中部山岳国立公園です。高山植物や湿原など貴重な
自然環境を保護するため、定められた歩道（木道）以外は立ち入らな
いようにしましょう。

■石造物の見学について
掲載されている石造物はすべて貴重な文化財であり、地域や個人の方々
によって大切に守り伝えられてきたものです。
文化財を見学する際は、必ず所有者の方に許可・了承を得てください。
所有者や管理者、他の見学者等に迷惑をかけることのないよう心がけ
ましょう。
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「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 5 万分の 1 地形図及び 2
万 5千分の 1地形図を複製したものである。（承認番号　平 26 北複、　第 5号）」
（注意）承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地
理院長の承認を得る必要があります。


